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概 要
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気候変動の影響等により洪水発生のリスクが高まっている状況を鑑み，河川の流域のあらゆる関係
者が協働して流域全体で治水対策を行う「流域治水」へ政策転換した。水害リスクが想定される地域で
2階への避難が推奨される木造住宅について，構造安全性が必ずしも担保されていない。そこで、木造
建築物の耐浸水構造安全性確保に必要な研究開発を行う。

背景・目的

令和2年7月豪雨で被災した熊本県球磨川流域、令和元年台風19号により氾濫した長野県千曲川の
破堤地点付近、平成30年7月豪雨により氾濫した岡山県末政川の破堤地点付近において、公開され

ている動画、及び現地でのヒアリングに際して提供された動画を収集した。これらの動画から、当該地
点の氾濫流の流速と浸水深を推定し、近傍で被災した建築物に作用する流体力算定式を適用して当
該建築物の被害程度と比較することで、外力算定式に含まれる係数の妥当性を検証した。その結果、
木造住宅に作用した外力と実際の被害を比較した結果、両者が相応しない物件が多くあった。これら
は、流速の推定誤差や建物の壁配置や仕様など、実状とは異なっていた可能性も考えられる。比較的
流速4.0m/s以上など速い場合には外力を低減した方がより実際の被害との相応性が上がること、壁
などが先行破壊した住宅の外力は低減できる可能性が高いことなどが分かった。

実験水路を使用して建築物模型の水理実験及び数値解析を実施し、（可能であれば実大河川実験場
において実大実験なども実施して）外力算定式に含まれる係数を建築物の形状や部分的な破壊挙動
に合わせて見直すことを提案する。提案した係数等を用いた木造建築物の設計法を提案し、特定都市
河川法における浸水被害防止区域における建築物の構造安全性を担保するための一助となる。

研究概要

今後の展開



PRISM国08 「流域治水における被害軽減のための木造住宅の水害対応技術の開発」の成果

① 各被災地域における被害に関する実測データの収集，及び既存の抗力式等の妥当性の検証

(1)浸水深･流速、被害情報の収集（浸水深・流速の分析手順）

2’45” 2’50”

画面上の長さ13.37 mm
＝実際の長さ2.73 m

画面上の長さ41.10 mm
→実際の長さ8.39 m

側溝板1枚分(短辺)
＝400 mm

画
角

(8.39＋0.4)／5＝1.76 (m/s)・・・流速
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収集動画と流速・浸水深リスト
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熊本県球磨川流域（令和2年7月豪雨）、長野県千曲川の破堤地点付近（令和元年
台風19号）、岡山県末政川の破堤地点付近（平成30年7月豪雨）から18の映像を
収集し、流速と浸水深を推定した結果、最大で浸水深5m、流速8m/sまでであった。



被災建築物の収集事例
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軒下浸水・屋根破損

建築物の被害状況と浸水深、流速の関係を示すと、流速1m/sでも傾斜・倒壊したものがあ
る一方で、流速8m/s、浸水深2.5m/sでも外壁損傷、建具破損で済んでいるものがある。



浸水住宅の外力と検定(1以上で安全)結果
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結論
 実際の被害状況と検定結果が合わない物件が多くあった。これらは、流速

及び建物の壁配置や仕様など、実状とは異なっていた可能性も考えられる。
 とくに検定比（抵抗力／必要耐力）が0.5 に達しない場合に滑動が生じてい

ない例（外壁破損、建具内装破壊が多く含まれる）が多く、重量算定の誤差
の範囲を超えている。

0未満は浮力が勝
ることを意味する



被害状況と一致させた場合の抗力係数
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結論

流速4.0m/s 以上における抗力係数は0.3～1.0（比較的小さな値）

流速2.5m/s 以下における抗力係数は1.5～2.1（比較的大きな値、

元々の2.1で相応する場合もあり）となる可能性が示唆された。 7



まとめ
木造住宅に作用した外力と実際の被害を比較した結
果、両者が相応しないものが多くあった。これらは、流
速や建築物の性能・重量の推定誤差によると考えら
れる。

とくに検定比が0.5 に達していない場合（0未満を含
む）に滑動が生じていない例（外壁破損、建具内装破
壊が多く含まれる）が多く、重量算定の誤差だけでは
ないと考えられる。

実際の被害状況と相応するような抗力係数を求める
と、流速4.0m/s 以上における抗力係数は0.3～1.0、
流速2.5m/s 以下の場合は1.5～2.1である可能性が示
唆された。 8
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